
■市内公共施設の休館日（  内がお休みです）
12月 1月

26日㈮ 27日㈯ 28日㈰ 29日㈪ 30日㈫ 31日㈬ １日㈷ ２日㈮ ３日㈯ ４日㈰
パスポートセンター 485-5801

郷土博物館 484-9011（５日㈪まで休み）
文化伝承館 484-9011（５日㈪まで休み）

ふれあいプラザ 487-1511（５日㈪まで休み）
公民館（各館の電話番号は下記参照）

八千代台東南公共センター 485-6611
男女共同参画センター 485-6505

地域包括支援センター 
（各センターの電話番号は下記参照）

総合運動公園（野球場、テニスコート）・萱田地区公園（野球場、テニスコート）・ 
村上第１公園テニスコート・市民体育館 485-7200（工事のため利用できません）

八千代台近隣公園小体育館 483-4977・勝田台中央公園小体育館 487-7667
（５日㈪まで休み）

農業交流センター 406-4778
障害者福祉センター 487-0050

休館 図書館（各館の電話番号は下記参照）（５日㈪まで休み）
市民ギャラリー 406-4116（５日㈪まで休み）

総合グラウンド 484-4222
市民会館 483-5111・勝田台文化センター
483-2141・八千代台文化センター 482-1833
セントラルスポーツ生涯学習プラザ 487-3719

福祉センター 483-1171
多文化交流センター 487-6310

ふるさとステーション 488-6711（リニューアル工事のため閉鎖中）
市営霊園 489-7466（年中無休）

◆公民館　大和田 482-0845、阿蘇 488-1185、高津 450-0353、勝田台
485-5202、八千代台 483-5553、村上 485-5452、睦 450-2390、八千

代台東南 485-4811、緑が丘 489-4919
◆地域包括支援センター　勝田台 481-3515、阿蘇・睦 488-9525、村上
405-4177、八千代台 406-5576、高津・緑が丘 489-4655、大和田 484-6611
◆図書館　ＴＲＣ八千代中央 486-2306、大和田 482-3240、八千代台
482-0912、勝田台 484-4946、緑が丘 489-4946

年末年始の業務案内
　市の業務は特別の場合を除き、12月27日㈯～１月４日㈰はお休みです。
年始は１月５日㈪午前８時30分から業務を行います。
■戸籍の届け出、住民票の受け取りなど
　婚姻や死亡などの戸籍の届け出は年末年始も市役所守衛室で受け付けます。
【年末年始に住民票・戸籍附票を取りたいときは】　12月26日㈮午後４時までに電話で
申し込んでください。▶中央消防署八千代台分署で受け取り…八千代台支所 485-6081へ
　▶東消防署勝田台分署で受け取り…勝田台支所 483-0151へ （戸籍住民課）

■年末年始のごみなどの収集・し尿の汲み取りの受付
ごみ種類 該当地区 12月最終日 １月開始日

可燃ごみ 月・水・金曜日の地区 29日㈪ ５日㈪
火・木・土曜日の地区 30日㈫ ６日㈫

資源物

紙類
布類

月曜日の地区 29日㈪ ５日㈪
土曜日の地区 27日㈯ 10日㈯

びん、缶・
金属類、

ペットボトル

火曜日の地区 30日㈫ ６日㈫
水曜日の地区 24日㈬ ７日㈬
木曜日の地区 25日㈭ ８日㈭
金曜日の地区 26日㈮ ９日㈮

不燃ごみ・有害ごみ 26日㈮までの各地区の該当日が最終の収集となります。年始は
１月６日㈫から収集開始となります。

◆粗大ごみの電話受付　年末は26日㈮まで。年始は１月５日㈪から。12月17日㈬までの
受付分は26日㈮までに収集予定。18日㈭以降の受付分は１月５日㈪以降の収集。受付は
祝日を除く月曜～金曜日の午前９時～午後４時30分。粗大ごみ受付専用電話 483-4506
◆清掃センターへのごみの持ち込み　年末は26日㈮まで。年始は１月５日㈪から。持ち
込みは祝日を除く月曜～金曜日の午前８時30分～11時40分と午後１時～４時。なお、家
庭ごみに限り、祝日を除く毎月第３土曜日（12月は20日）にも持ち込みできます。
◆し尿の汲み取り作業の電話受付　年末の受付および作業は26日㈮まで。年始は１月５
日㈪から。12月18日㈭までの受付分は26日㈮までに作業予定。19日㈮以降の受付分は
１月５日㈪以降の作業。▶汲み取り作業についての問い合わせは、電話で（公社）船橋市
清美公社 459-0067へ （クリーン推進課）

■コミュニティバス　12月27日㈯～１月４日㈰は土休日ダイヤで運行 （都市計画課）
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ありがとうございましたありがとうございました
●東海住宅㈱様が、㈱京葉銀行様が取り扱う「Ｓ
ＤＧｓ寄付型私募債」を活用し、本市を寄附先に
お選びいただいたことにより、一般寄附金として
本市に40万円の寄附をいただきました。令和３年
にも同様の寄附をいただいており、寄附の累計額
が70万円となったことから、市から東海住宅㈱様
に対し、感謝状と記念品を贈呈しました。
●連合千葉総武地域協議会様から一般寄附金とし
て３万５千円の寄附をいただきました。

　パリ五輪スポーツクライミング男子複合
ボルダー＆リードで銀メダルを獲得した安
楽宙斗選手が、11月14日に市役所を訪れ、
年間成績を市長と教育長に報告しました。
プロ１年目の今年は、ジャパンカップのボ
ルダーとリードの初優勝をはじめ、ワール
ドカップのボルダー男子で３シーズン連続
の年間総合優勝、世界選手権のボルダー男
子で初優勝するなど、大きな活躍を見せて
くれました。服部市長は「大人びた顔つき

安楽宙斗選手が市長と教育長に年間成績を報告
になった。20万人の市民みんなが安楽選手
の応援団です」と話しました。
　安楽選手は「競技的にも人間的にも飛躍
した年だった。集中力が格段にあがった」
と話し、３年後のロス五輪に向けては「パ
リ五輪では銀メダルで悔しい思いをした。
今できることを着実に頑張っていきたい」
と語りました。
　また、この日は安
楽選手の19歳の誕生
日で、サプライズで
ケーキが贈られまし
た。安楽選手は「嬉
しいです」と笑顔で
ろうそくの火を吹き
消しました。
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